
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年８月９日

【四半期会計期間】 第70期第１四半期（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

【会社名】 株式会社オーテック

【英訳名】 OTEC CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　市原　伸一

【本店の所在の場所】 東京都江東区東陽二丁目４番２号

【電話番号】 ０３（３６９９）０４１１

【事務連絡者氏名】 管理本部長兼経理部長　　安野　進

【最寄りの連絡場所】 東京都江東区東陽二丁目４番２号

【電話番号】 ０３（３６９９）０４１１

【事務連絡者氏名】 管理本部長兼経理部長　　安野　進

【縦覧に供する場所】 株式会社オーテック　管材事業本部大阪支店

（大阪府大阪市西区立売堀五丁目８番８号）

株式会社オーテック　システム事業本部横浜支店

（神奈川県横浜市西区高島二丁目５番12号）

株式会社オーテック　システム事業本部中部支店

（愛知県名古屋市瑞穂区神穂町２番２号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 1/15



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結
累計期間

第69期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 4,149,742 3,879,920 24,026,625

経常利益 （千円） 77,262 14,353 1,650,395

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 43,045 △4,484 1,074,464

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 25,840 86,845 1,242,441

純資産額 （千円） 11,278,793 12,317,888 12,485,479

総資産額 （千円） 20,716,107 20,773,223 21,654,032

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 8.34 △0.85 205.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.5 58.3 56.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第69期第１四半期連結累計期間及び第69期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第70期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）」の算定の基礎となる自己

株式数については、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式を含めております。なお、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・

75646口）が保有する自己株式数は以下のとおりであり、当該信託は平成28年９月に終了しております。

 
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結
累計期間

第69期

自己株式数 （株） 6,700 － －

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善等を背景に、緩やかな回復基調が

続いているものの、海外における不安定な政治動向や地政学的リスクの高まりが懸念されるなど、先行き不透明な

状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、都心部の再開発を中心に建設需要が堅調に推移しておりますが、価

格競争や技能労働者不足など、厳しい経営環境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは、社員教育による提案力の強化と施工能力の向上を図り、

業績拡大に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、当四半期に完成時期を迎えた物件の減少により、38億79百万

円（前年同四半期比6.5％減）となりました。また、利益につきましては、営業損失は21百万円（前年同四半期は

営業利益49百万円）、経常利益は14百万円（前年同四半期比81.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は４

百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益43百万円）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は21億34百万円（前年同四半期比6.6％減）となり、営業損失は77百

万円（前年同四半期は営業損失42百万円）となりました。

　工事事業につきましては、新設工事及び既設工事の完成工事高が減少したことにより、売上高は16億29百万円

（前年同四半期比7.6％減）となり、営業利益は１億30百万円（同14.6％減）となりました。

　工事事業における完成工事高は15億98百万円（前年同四半期比8.1％減）となり、新設工事が６億15百万円（同

7.7％減）、既設工事が５億64百万円（同15.8％減）、保守工事が４億18百万円（同4.2％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は40億16百万円（同14.4％減）となり、新設工事が12億94百万円（同36.4％

減）、既設工事が13億１百万円（同0.5％減）、保守工事が14億21百万円（同5.3％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は１億15百万円（前年同四半期比14.7％増）となり、営業利益は３百

万円（同25.5％減）となりました。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成29年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,400 52,744 同上

単元未満株式 普通株式      500 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,744 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,469,915 6,091,556

受取手形及び売掛金 ※１ 6,521,070 ※１ 4,530,143

電子記録債権 1,458,699 1,956,950

営業未収入金 946,698 799,793

有価証券 500,351 600,207

商品 528,716 529,504

未成工事支出金 916,920 1,537,538

原材料及び貯蔵品 30,004 51,354

繰延税金資産 153,717 150,887

その他 128,447 112,183

貸倒引当金 △7,512 △4,250

流動資産合計 17,647,028 16,355,868

固定資産   

有形固定資産 1,648,736 1,639,673

無形固定資産 89,568 80,145

投資その他の資産   

投資有価証券 1,553,840 1,987,015

退職給付に係る資産 182,320 188,359

その他 533,781 523,480

貸倒引当金 △1,244 △1,319

投資その他の資産合計 2,268,698 2,697,536

固定資産合計 4,007,004 4,417,355

資産合計 21,654,032 20,773,223
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,717,291 4,796,109

短期借入金 1,121,888 1,484,888

未払法人税等 399,965 23,535

未成工事受入金 459,536 883,746

賞与引当金 308,943 171,970

役員賞与引当金 41,900 9,062

完成工事補償引当金 10,680 7,670

工事損失引当金 1,500 －

その他 476,684 426,512

流動負債合計 8,538,390 7,803,495

固定負債   

長期借入金 79,696 74,224

繰延税金負債 245,755 286,916

再評価に係る繰延税金負債 113,798 113,798

役員退職慰労引当金 73,395 74,017

退職給付に係る負債 8,830 8,817

その他 108,686 94,066

固定負債合計 630,162 651,839

負債合計 9,168,552 8,455,334

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 540,848 540,848

利益剰余金 11,285,361 11,027,683

自己株式 △208,211 △208,211

株主資本合計 12,217,399 11,959,720

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 431,585 518,821

土地再評価差額金 △349,275 △349,275

退職給付に係る調整累計額 △32,415 △27,816

その他の包括利益累計額合計 49,894 141,729

非支配株主持分 218,186 216,439

純資産合計 12,485,479 12,317,888

負債純資産合計 21,654,032 20,773,223
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 ※１ 4,149,742 ※１ 3,879,920

売上原価 3,392,064 3,154,251

売上総利益 757,678 725,669

販売費及び一般管理費 708,024 747,057

営業利益又は営業損失（△） 49,653 △21,387

営業外収益   

受取配当金 17,080 24,259

持分法による投資利益 － 2,702

その他 19,138 15,450

営業外収益合計 36,218 42,412

営業外費用   

支払利息 3,909 3,357

不動産賃貸費用 1,772 2,280

持分法による投資損失 1,563 －

その他 1,363 1,033

営業外費用合計 8,609 6,671

経常利益 77,262 14,353

特別利益   

固定資産売却益 142 266

特別利益合計 142 266

特別損失   

固定資産売却損 196 102

固定資産除却損 53 －

会員権評価損 － 250

会員権売却損 － 452

減損損失 654 －

特別損失合計 904 805

税金等調整前四半期純利益 76,501 13,814

法人税、住民税及び事業税 11,034 15,534

法人税等調整額 20,966 3,353

法人税等合計 32,000 18,888

四半期純利益又は四半期純損失（△） 44,500 △5,073

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,455 △589

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
43,045 △4,484
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 44,500 △5,073

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △20,200 86,487

退職給付に係る調整額 4,078 4,598

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,537 832

その他の包括利益合計 △18,659 91,918

四半期包括利益 25,840 86,845

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 24,393 87,350

非支配株主に係る四半期包括利益 1,447 △504
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 203,903千円 139,600千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

※１　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 23,203千円 24,001千円

のれんの償却額 1,600 647

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 200,445 38 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金3,811千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月27日

定時株主総会
普通株式 253,194 48 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,285,294 1,763,823 100,623 4,149,742 － 4,149,742

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 130 － 130 △130 －

計 2,285,294 1,763,953 100,623 4,149,872 △130 4,149,742

セグメント損益 △42,134 152,835 4,619 115,320 △65,667 49,653

（注）１．セグメント損益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△65,667千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　金額的重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,134,792 1,629,710 115,418 3,879,920 － 3,879,920

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 130 － 130 △130 －

計 2,134,792 1,629,840 115,418 3,880,051 △130 3,879,920

セグメント損益 △77,554 130,468 3,442 56,357 △77,745 △21,387

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去58千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△77,803千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
8円34銭 △0円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）　　（千円）

43,045 △4,484

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（千円）

43,045 △4,484

普通株式の期中平均株式数（株） 5,158,908 5,249,817

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期

間90,909株であります。

なお、当該信託は平成28年９月に終了しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月９日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　秀穂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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